
令
和
５
年
度
一
般
会
計

は
、
歳
入
７
６
８
億

決
算

４
８
８
３
万
円
、
歳
出
７

５
５
億
８
３
６
４
万
５
千

円
。前

年
度
と
比
較
す
る

と
、
歳
入
は
６
億
９
７
３

（

）

５
万
７
千
円

０
・
９
％

の
減
、
歳
出
は
１
億
９
１

２
４
万
円
（
０
・
３
％
）

の
減
で
、
歳
入
歳
出
差
引

額
は

億
６
５
１
８
万
５

12

千
円
の
黒
字
。

こ
の
差
引
額
か
ら
、
翌

年
度
繰
越
財
源
６
９
８
９

万
３
千
円
を
控
除
し
た
実

質
収
支
額
は
、

億
９
５

11

２
９
万
２
千
円
で
す
。

統
計
上
、
統
一
的
に
用

い
ら
れ
る
「

」

普
通
会
計

（
企
業
会
計
や
国
保
、
会

計
間
重
複
分
な
ど
を
除

く
）
で
は
、
令
和
５
年
度

の
実
質
収
支
は
、

億
７

12

４
５
万
３
千
円
の
黒
字

で
、
こ
の
実
質
収
支
か
ら

前
年
度
の
実
質
収
支
を
差

し
引
い
た
単
年
度
収
支

は
、
５
億
２
９
２
０
万
７

千
円
の
赤
字
で
す
。

こ
れ
に
、
市
債
の
繰
上実

償
還
金
な
ど
を
加
え
た

質
単
年
度
収
支
で
は
、
３

億
４
６
３
５
万
９
千
円
の

で
、
５
年
連
続
の
黒

黒
字

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、

歳
入

が
１
５
５
億
４
９

市
税

１
０
万
６
千
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
２
億
５
０
１
４

万
９
千
円
（
１
・
６
％
）

の
減
で
す
。

こ
の
う
ち
、
市
民
税
は

が

億
８
１
５
７

個
人
分

53

万
３
千
円
で
、
９
１
４
３

万
２
千
円
（
１
・
７
％
）

の
増
、

が
７
億
６

法
人
分

２
７
５
万
９
千
円
で
、
９

６
４
４
万
５
千
円
（

・
11

２
％
）
の
減
で
す
。

は

億
５

固
定
資
産
税

71

７
９
８
万
１
千
円
で
、
大

規
模
な
設
備
投
資
の
減
少

な
ど
で
２
億
６
１
０
１
万

６
千
円
（
３
・
５
％
）
の

減
と
な
り
、
税
収
全
体
が

減
と
な
っ
た
要
因
で
す
。

は

億
４
９
８

寄
附
金

24

０
万
９
千
円
で
、
ふ
る
さ

と
寄
附
金
の
増
に
よ
り
、

６
億
２
６
２
３
万
８
千
円

の
増
。

は
２
３
３

地
方
交
付
税

億
１
７
６
９
万
９
千
円

で
、
６
億
３
９
５
４
万
９

千
円
の
増
。

は
１
１
８

国
庫
支
出
金

億
４
０
７
９
万
６
千
円

で
、
価
格
高
騰
緊
急
支
援

事
業
補
助
金
の
減
な
ど
に

よ
り
、
７
億
７
５
５
５
万

７
千
円
の
減
で
す
。

は

億
１
５
０
０

市
債

45

万
円
で
、
先
端
研
支
援
セ

ン
タ
ー
拡
張
事
業
や
臨
時

財
政
対
策
債
の
減
な
ど
に

よ
り
、

億
２
１
３
０
万

14

円
の
減
で
す
。

自
主
財
源

こ
の
結
果
、

は

・
９
で
０
・
９

比
率

34

財
政

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、

は
０
・
４
１
３

力
指
数

で
、
０
・
０
０
９
ポ
イ
ン

ト
低
下
し
ま
し
た
。

で
は
、

歳
出

人
件
費

義
務
的
経
費
の

は
１
０
６
億
８
９
４
９
万

１
千
円
で
、
給
料
等
の
増

改
定
に
よ
り
１
億
８
３
０

２
万
９
千
円
の
増
、

は
１
５
３
億
７

扶
助
費

５
４
０
万
１
千
円
で
、
国

の
低
所
得
世
帯
物
価
高
騰

対
策
の
増
な
ど
で
９
億
３

６
３
５
万
１
千
円
の
増
、

は

億
８
７
８

公
債
費

96

２
万
１
千
円
で
、
５
億
６

９
３
１
万
７
千
円
の
増
、

で
は

義
務
的
経
費
合
計

３
５
７
億
５
２
７
１
万
３

千
円
で
、

億
８
８
６
９

16

万
７
千
円
（
５
・
０
％
）

の
増
で
す
。

財
政
構
造
の
弾
力
性
を

示
す

は

経
常
収
支
比
率

95

・
５
％
と
、
前
年
度
よ
り

０
・
６
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
、
悪
化
し
ま
し
た
。

は
、

投
資
的
経
費

は

普
通
建
設
事
業
費

75

億
１
６
２
３
万
３
千
円

で
、
国
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
や
先
端
研
支
援
セ
ン

タ
ー
拡
張
事
業
の
終
了
な

ど
で
、

億
１
０
７
２
万

10

６
千
円
の
減
で
す
。

５
年
度
は
公
債
費
の
ピ

実
質
公
債

ー
ク
の
年
で
、

は
７
・
４
％
と
、

費
比
率

前
年
度
よ
り
０
・
７
ポ
イ

将
来
負
担

ン
ト
上
昇
し
、

は

・
２
と
、
２
・

比
率

43

４
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
悪

化
し
ま
し
た
。

公
債
費
は
、
令
和
６
年

度
以
降
減
少
に
転
じ
る
も

、

、

の
の

高
水
準
で
推
移
し

は
令
和
５
年

合
併
特
例
債

度
で
終
了
と
な
り
ま
し

た
。

で
は
、

病
院
事
業
会
計

の
入
院
患
者

荘
内
病
院

数
は

万
１
１
７
９
人

13

で
、
前
年
度
に
比
べ
１
９

１
３
人
（
１
・
４
％
）
減

少
し
、
外
来
患
者
数
は
16

万
４
９
３
２
人
で
、
１
万

（

）

７
３
５
６
人

９
・
５
％

減
少
し
ま
し
た
。

湯
田
川
温
泉
リ
ハ
ビ
リ

の
入
院

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

患
者
数
は
３
万
５
４
８
０

人
で
、（

２
面
に
つ
づ
く
）

၀
ౢ
ఒ
ख़
၁
ƙ
˼
ԫ

▽

日
、
女
性
活
躍
特
別
委
員

８
月
22

会
で
、
女
性
の
能
力
発
揮
を
重
視
し
て

い
る
２
つ
の
会
社
、
１
つ
の
農
業
団
体

を
議
会
に
招
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
中
小
企
業
も
農
家
も

厳
し
い
状
況
で
す
が
、
工
夫
と
努
力
を

で
改
善
を
お
こ
な
っ
て
い
る
姿
に
頭
が

下
が
り
ま
し
た
。

日
に
お
こ
な
わ
れ
た
、
山
形
県

▽
29

農
民
連
の
県
要
望
に
協
力
し
、
当
日

も
同
席
し
ま
し
た
（

。

写
真
）

食
料
自
給
率
向
上
を
放
棄
す
る
農

業
基
本
法
改
定
の
影
響
、
食
料
不
足

と
な
っ
た
場
合
に
農
家
に
特
定
の
作

物
生
産
を

強
制
す
る

「
食
料
供

給
困
難
事

態

対

策

法
」
へ
の

対
処
、
主

食
用
米
の

「
生
産
の
目
安
」
を
引
き
上
げ
生
産

を
拡
大
す
る
、
収
入
保
険
料
の
引
き

上
げ
中
止
を
国
に
求
め
る
、
水
田
活

用
交
付
金
事
業
で
耕
作
放
棄
地
を
発

生
さ
せ
な
い
対
策
、
有
機
農
業
に
取

り
組
む
農
家
へ
の
支
援
強
化

「
田

、

ん
ぼ
ダ
ム
」
に
協
力
す
る
農
家
へ
の

支
援
等
々
、
自
民
党
農
政
の
下
で
危

機
に
あ
る
農
業
・
農
村
を
守
り
発
展

さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
要
望
が
提
出

さ
れ
、
真
剣
な
協
議
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
要
望
内
容
を
議
会
で
取
り

上
げ
実
現
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

▽
８
月

日
の
朝
日
新
聞
の
川
柳
コ
ー

20

ナ
ー
に
「
減
反
を
や
っ
と
き
米
が
足
り

ん
て
か
」
と
い
う
句
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
米
不
足
の
要
因
は
色
々
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
根
本
問
題
は
、
主

食
確
保
に
責
任
を
持
た
な
い
、
国
の
農

政
に
あ
り
ま
す
。

県
議

関

徹
）

（
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櫛
引
地
域
で
局
地

的
暴
風
雨
被
害

建築課入札結果（ ）内は予定価格
8月29日入札分

・小波渡地内消防ポンプ庫建設工事（小波渡字明ノ下90番3、147番
1 （入札4業者うち1業者欠席））
日栄産業(株) 8,950,000円（9,060,000円）工期～12/20（落札率98.79％）

入札結果（ ）内は予定価格
8月29日入札分

（ ）（ ）・市道沢山木揚場線岩川橋旧橋撤去工事 大岩川地内 入札4業者
（ ） （ ）(株)マルゴ 43,500,000円 44,180,000円 工期～7/3/25 落札率98.46％

（
１
面
の
つ
づ
き
）

６
８
８
人
（
２
・
０
％
）

増
加
し
、
外
来
患
者
数
は

８
０
１
６
人
で
、
４
６
２

人
（
５
・
４
％
）
減
少
し

ま
し
た
。

荘
内
病
院
の
収
益
的
収

で
は
、
収
入
は
１
２
６

支億
５
６
９
２
万
１
千
円

で
、
患
者
数
の
減
少
や
コ

ロ
ナ
関
連
の
病
床
確
保
料

の
大
幅
な
減
額
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ

億
２
１

11

（

）

２
万
１
千
円

８
・
０
％

減
少
し
ま
し
た
。

支
出
は
、
１
２
９
億
４

７
３
７
万
７
千
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
４
３
０
７
万

３
千
円
（
０
・

％
）
減

33

少
し
て
い
ま
す
。

収
支
差
引
は
、
２
億
９

０
４
５
万
６
千
円
の
純
損

と
な
り
ま
し
た
。

失
４
年
度
は
７
億
６
８
５

９
万
１
千
円
、
３
年
度
は

７
億
９
３
４
７
万
２
千
円

の
黒
字
で
、
コ
ロ
ナ
関
連

の
補
助
金
で
、
過
去
３
年

間
は
黒
字
会
計
で
し
た
。

荘
内
病
院
に
対
す
る
市

は
、

一
般
会
計
の
負
担
金

３
条
会
計
（
病
院
事
業
収

支
）
で
７
億
７
６
８
９
万

５
千
円
、
４
条
会
計
（
資

本
的
収
支
）
で
９
億
３
７

６
万
６
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

で
す
。

こ
れ
ら
請
願
３
件
は
、

日
（
水
）
の
総
務
常
任

11委
員
会
で
審
査
さ
れ
ま

す
。陳

情
は
、

母
（
王
乖
彦
オ
ウ
カ

「
イ
ゲ
ン
）
が
中
国
で
不
法

に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
件
に

（
東
京
都

関
す
る
陳
情
」

荒
川
区
東
日
暮
里
・
張
一

）

、

文
チ
ョ
ウ
イ
チ
ブ
ン

は

議
会
運
営
委
員
会
に
報
告

さ
れ
ま
す
。

陳
情
は
、
議
会
運
営
申

し
合
わ
せ
事
項
で

「
議

、

題
と
し
て
質
疑
、
及
び
意

見
交
換
を
行
い
、
委
員
長

報
告
は
し
な
い
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
議
会
９
月
定
例

会
は
３
日
開
会
さ
れ
、
27

日
ま
で
開
か
れ
ま
す
。

市
民
か
ら
の
請
願
は
、

治
安
維
持
法
犠
牲
者

「
に
謝
罪
と
賠
償
を
す
る
国

家
賠
償
法
の
制
定
を
求
め

る
意
見
書
提
出
に
関
す
る

」（

）

、

請
願

石
塚
俊
朗

は

菅
井
巌
議
員
と
南
波
純
議

員
が
紹
介
議
員
で
す
。

国
民
の
命
を
守
る
た

「
め
に
早
急
に
日
米
地
位
協

定
の
抜
本
的
改
定
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

（
沖
縄
に
応

て
の
請
願
」

答
す
る
会
＠
山
形
代
表
漆

山
ひ
と
み
）
は
、
長
谷
川

剛
議
員
が
紹
介
議
員
で

す
。

家
族
従
業
者
の
働
き

「
分
を
認
め
な
い
所
得
税
法

第

条
の
廃
止
の
た
め
の

56
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請

（
鶴
岡
民
主
商
工
会

願
」

婦
人
部
部
長
石
川
豊
子
、

新
日
本
婦
人
の
会
鶴
岡
支

部
支
部
長
佐
藤
真
知
子
）

は
、
坂
本
昌
栄
議
員
と
遠

藤
初
子
議
員
が
紹
介
議
員

市
内
の
中
小
企
業
、
小

規
模
企
業
の
振
興
に
関
わ

る
効
果
的
な
施
策
推
進
を

図
る
た
め
、
今
年
８
月
１

日
に
設
置
さ
れ
た
中
小
企

業
振
興
会
議
の
第
１
回
会

議
が
、
８
月

日
開
催
さ

26

れ
ま
し
た
。

市
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
11

人
の
委
員
と
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
庄
内
支
庁
産

業
経
済
部
長
（
代
理
）
が

出
席
し
ま
し
た
。

会
議
の
会
長
は
、
事
務

局
（
市
商
工
課
）
か
ら
提

案
さ
れ
た
学
識
経
験
者
・

東
北
公
益
文
科
大
学
の
青

木
孝
弘
教
授
が
承
認
・
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
で
は
、
振
興
計
画

に
係
る
主
な
課
題
と
、
重

要
事
業
（
案
）
や
、
今
年

５
月
に
実
施
し
た
市
企
業

経
営
課
題
調
査
の
状
況
な

ど
が
報
告
さ
れ
、
参
加
し

た
全
て
の
委
員
か
ら
意
見

や
提
案
・
要
望
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

出
羽
商
工
会
か
ら
出
席

し
た
委
員
は
、
近
況
と
し

て
コ
ロ
ナ
禍
で
行
わ
れ
た

ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
返
済
問

い
合
わ
せ
が
増
加
し
て
い

る
と
述
べ
、
ま
た
外
国
人

材
の
管
理
団
体
と
し
て
の

活
動
な
ど
に
つ
い
て
も
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

労
働
団
体
か
ら
出
席
し

た
委
員
は
、
県
内
自
治
体

の
中
小
企
業
振
興
条
例
の

制
定
状
況
に
触
れ
、
市
の

制
定
に
向
け
て
の
要
望

や
、
企
業
訪
問
を
行
っ
て

「
生
の
声
を
聞
く
必
要
が

あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

女
性
活
躍
や
働
き
方
に

つ
い
て
は
、
若
手
経
営
者

の
委
員
か
ら
、
季
節
労
働

や
パ
ー
ト
の
労
働
者
ご
と

の
要
求
に
沿
っ
た
つ
な
ぎ

合
わ
せ
の
取
組
み
、
企
業

経
営
者
の
委
員
か
ら
は
、

会
社
と
し
て
の
出
産
・
育

児
を
支
援
す
る
体
制
づ
く

り
と
、
人
事
対
応
の
取
組

み
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

だ
っ
た
。

ラ
フ
ラ
ン
ス
は
ネ
ッ
ト

装
備
が
無
か
っ
た
た
め
、

横
か
ら
の
風
雨
に
よ
り
、

特
に
大
玉
サ
イ
ズ
が
振
り

落
と
さ
れ
、
期
待
し
て
い

」

、

た
だ
け
に
ガ
ッ
カ
リ

と

相
次
ぐ
自
然
災
害
に
嘆
い

て
い
ま
し
た
。

周
辺
部
の
田
ん
ぼ
の
水

田
も
、
倒
伏
し
た
稲
も
あ

り
、
局
所
的
な
暴
風
雨
被

害
と
見
ら
れ
、
市
で
も
調

査
中
で
す
。

制
定
に
つ
い
て
は
、
２
０

２
１
年
３
月
議
会
で
提
案

、

、

さ
れ

継
続
審
査
と
な
り

９
月
議
会
で
、
当
時
の
自

公
会
派
の
反
対
多
数
で
否

決
さ
れ
ま
し
た
。

改
め
て
、
持
続
的
な
振

興
計
画
の
策
定
・
実
践
に

む
け
て
、
土
台
と
な
る
中

小
企
業
振
興
条
例
の
制
定

が
必
要
で
す
。

菅
井
巌
市
議
が
傍
聴
し

ま
し
た
。

一
方
、
労
働
団
体
の
事

業
所
訪
問
で
は
、
関
係
制

度
と
施
策
な
ど
、
改
正
に

伴
う
実
務
対
応
が
困
難
な

事
例
も
あ
る
こ
と
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

今
後
、

月
～

月
に

10

11

第
２
回
目
を
予
定
し
て
お

り
、
当
局
が
提
案
し
た
振

興
計
画
と
、
次
年
度
の
主

要
事
業
な
ど
の
協
議
が
行

わ
れ
ま
す
。

中
小
企
業
振
興
条
例
の

た
こ
と
の
無
い

殴
り
の

横

暴
風
雨
が

分
程
度
続

10

き
、
収
穫
ま
で
ま
だ
１
カ

月
ほ
ど
の
ラ
フ
ラ
ン
ス
が

３
～
５
割
落
下
し
た
の
で

は
」
と
の
こ
と
で
、
園
地

に
は
落
下
し
た
も
の
が
散

乱
し
て
い
ま
し
た
。

「
加
工
用
も
無
理
」
と

の
こ
と
で
、
園
内
で
の
廃

棄
処
理
を
検
討
す
る
と
の

こ
と
で
す
。

安
野
さ
ん
は
３
年
前
に

も
、
雹(

ひ
ょ
う)

被
害
に

よ
っ
て
壊
滅
的
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
て
い
ま
す
。

「
今
回
は
、
和
梨
も
落

下
は
あ
っ
た
が
、
ネ
ッ
ト

を
し
て
い
た
の
で
最
小
限

８
月

日
夕
方
、
櫛
引

26

地
域
の
一
部
で
積
乱
雲
に

伴
う
短
時
間
の
突
風
・
豪

雨
が
あ
り
ま
し
た
。

庄
内
農
民
連
の
会
員
・

果
樹
農
家
か
ら
被
害
が
知

ら
さ
れ
、
翌
日
、
菅
井
巌

市
議
が
現
地
調
査
に
訪
れ

ま
し
た
。

生
産
者
の
安
野

さ
ん

翔

は

「
こ
れ
ま
で
経
験
し

、


